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「旦那樣だんなさま、畫師ゑかきぢやげにござりまして、ちよつくら、はあ、お目めに懸かゝりたいと申まをしますでござります。」

　旦那だんなは徐羣夫じよぐんふと云いふ田舍大盡ゐなかだいじん。忘其郡邑矣そのぐんいうをわする、とあるから何處どこのものとも知しれぬが、案あんずるに金丸商店かねまるしやうてん仕入しいれの弗箱どるばこを背負しよつて、傲然がうぜんと控ひかへる人體じんてい。好接異客このんでいかくにせつす、は可いいが、お追從連つゐしようれんを眼下がんかに並ならべて、自分じぶんは上段じやうだん、床とこの前まへに無手むずと直なほり、金屏風きんびやうぶに御威光ごゐくわうを輝かゞやかして、二十人前にじふにんまへの塗ぬりばかり見事みごとな膳ぜん、青芋莄あをずゐきの酢和すあへで、どぶろくで、

「さ、さ、誰だれも遠慮ゑんりよせんで。」

　とじろ〳〵と睨𢌞ねめまはす輩やからと見みえた。

　時とき恰あたかも、其その客きやくを會くわいした處ところ。入口いりくちに突伏つツぷして云いふ下男げなんの取次とりつぎを、客きやくの頭越あたまごしに、鼻はなを仰向あふむけて、フンと聞きき、

「何なんぢや、もの貰もらひか。白癡たはけめ、此方衆こなたしうの前まへもある。己おれが知己ちかづきのやうに聞きこえるわ、コナ白癡たはけが。」

「ヒヤアもし、乞食こじきではござりませんでござります。はあ、旅たびの畫師ゑしぢやげにござりやして。」

「然すぢやで云いふわい。これ、田舍𢌞ゐなかまはりの畫師ゑかきと、もの貰もらひと、どれだけの相違さうゐがある。はツ〳〵。」

　と笑わらうて、

「いや、こゝで煩うるさいての。」と、一座いちざをずらりと見みる。

「兎角とかく夏向なつむきになりますと、得えて然さう云いふ蟲むしが湧わくでえすな。」

「何なにも慰なぐさみ、一ひとつ此これへ呼よんで、冷ひやかして遣やりは如何いかゞでございませう。」

「龍虎梅竹りうこばいちく、玉堂富貴ぎよくだうふつき、ナソレ牡丹ぼたんに芍藥しやくやく、薄すゝきに蘭らん、鯉こひの瀧登たきのぼりがと云いふと、鮒ふなが索麺さうめんを食くつて、柳やなぎに燕つばめを、倒さかさまに懸かけると、蘆あしに雁がんとひつくりかへる……ヨイ〳〵と云いふ奴やつでさ。些ちと御祕藏ごひざうの呉道子ごだうしでも拜をがませて、往生わうじやうをさせてお遣やんなさいまし。」

「通とほせ。」と、叱しかるやうに云いふ。

　やがて、紺絣こんがすりに兵兒帶へこおびといふ、其その上うへ、旅窶たびやつれのした見みすぼらしいのが、おづ〳〵と其それへ出でた。

　態わざと慇懃いんぎんに應接あしらうて、先生せんせい、拜見はいけんとそゝり立たてると、未熟みじゆくながら、御覽下ごらんくださいましとて、絹地きぬぢの大幅たいふくを其それへ展ひらく。

　世話好せわずきなのが、二人ふたり立たつて、此これを傍かたはらの壁かべへ懸かけると、燕つばめでも雁がんでもなかつた。圖づする處ところは樓臺亭館ろうだいていくわん、重疊ちようでふとして緩ゆるく𢌞めぐる、御殿造ごてんづくりの極彩色ごくさいしき。──（頗類西洋畫すこぶるせいやうぐわにるゐす。）とあるのを注意ちういすべし、柱はしらも壁かべも、青あをく白しろく浮出うきだすばかり。

　一座案外いちざあんぐわい。

　徐大盡じよだいじん、例れいのフンと鼻はなで言いつて、頤あごで視ながめ、

「雜ざつと私わしが住居すまひと思おもへば可いいの。ぢやが、恁かう門もんが閉しまつて居をつては、一向いつかう出入ではひりも成なるまいが。第一だいいち私わしが許ゆるさいではお主ぬしも此處こゝへは通とほれぬと云いつた理合りあひぢや。我わが手てで描かきながら、出入ではひりも出來できぬとあつては、畫師ゑかきも不自由ふじいうなものぢやが、なう。」

「御鑑定ごかんてい。」

「其處そこです。」と野幇間のだいこの口拍子くちびやうし。

　畫師ゑし、徐おもむろに打微笑うちほゝゑみ、

「否いや、不束ふつゝかではございますが、我わが手てで拵こしらへましたもの、貴下あなたのお許ゆるしがありませんでも、開閉あけたては自由じいうでございます。」

「噫あゝ帖然一紙てふぜんいつし。」

　と徐大盡じよだいじん、本音ほんねを吹ふいた唐辯たうべんで、

「塗以丹碧ぬるにたんぺきをもつてす。公焉能置身其間乎こういづくんぞみをそのあひだにおかんや。人ひとを馬鹿ばかにすぢやの、御身おみは！」

　畫生ぐわせい其その時とき、

「御免ごめん。」と衝つと膝ひざを進すゝめて、畫ゑの面おもてにひたと向むかうて、熟じつと見みるや、眞晝まひるの柳やなぎに風かぜも無なく、寂しんとして眠ねむれる如ごとき、丹塗にぬりの門もんの傍かたはらなる、其その柳やなぎの下もとの潛くゞり門もん、絹地きぬぢを拔ぬけて、するりと開あくと、身みを聳そびやかして立たつた、と思おもへば、畫師ゑしの身體からだはするりと入はひつて、潛くゞり門もんはぴたりと閉しまつた。

　あつと云いつて一座いちざ、中なかには密そつと指ゆびの先さきで撫なでて見みて、其奴そいつを視ながめたものさへあり。

「先生せんせい、先生せんせい。」

　と、四五人しごにん口々くち〴〵に動搖どよみ立たつ。

「失禮しつれい、唯今たゞいま。」と壁かべの中なかに、爽さわやかな少わかい聲こゑして、潛くゞり門もんがキイと開あくと、蝶てふのやうに飜然ひらりと出でて、ポンと卷莨まきたばこの灰はひを落おとす。

　衆問畫中之状しうぐわちうのさまをとふ。此これは誰たれしも然さうであらう。

「一所いつしよにおいでなさい、御案内ごあんない申まをしませうから。」

　座ざにあるもの二言にごんと無ない。喜よろこび勇いさんで、煙管きせるを筒つゝにしまふやら、前垂まへだれを拂はたくやら。

「切符きつぷは何處どこで買かひますな、」と、畫ゑの門もんを見みて浮うかれるのがある。

　畫師ゑし、畫面ぐわめんの其その最大さいだいなる門もんを指ゆびさして、

「誰方どなたも、此これから。」

　いざと云いふ聲こゑに應おうじて、大門おほもん颯さつと左右さいうに開ひらく。で畫師ゑしが案内あんない。徐大盡じよだいじん眞前まつさきに、ぞろ〳〵と入はひると、目めも眩くらむやうな一面いちめんの櫨はじの緋葉もみぢ、火ひの燃もゆるが如ごとき中なかに、紺青こんじやうの水みづあつて、鴛鴦をしどりがする〳〵と白銀しろがねを流ながして浮うかぶ。揃そろつて浮足うきあしに成なつて、瑪瑙めなうの八やツ橋はしを渡わたると、奧おくの方はうに又また一堂いちだう。其處そこへ入はひると伽藍がらんの高天井たかてんじやう。素通すどほりに進すゝんで、前庭ぜんていへ拔ぬけると、再ふたゝび其處そこに別亭べつていあり。噴水ふんすゐあり。突當つきあたりは、數寄すきを凝こらして瀧たきまで懸かゝる。瀧たきの巖いはほに、石いしの段だんを刻きざんで上のぼると、一面いちめんの青田あをたの見霽みはらし。

　はるかに歩行あるいて又また門もんあり。畫棟彫梁ぐわとうてうりやう虹にじの如ごとし。さて中なかへ入はひると、戸とが一ひとツ。雲くもの扉とびらに月つきが開ひらく。室内しつないに、其その大おほきさ釣鐘つりがねの如ごとき香爐かうろが据すわつて、霞かすみの如ごとき香かうを吹ふいた。其その次つぎの室まも、他たは推おして知しるべしで、珍什ちんじふ奇き器き殆ほとんど人界じんかいのものにあらず、一同いちどう呆然ばうぜんとして、口くちを利きくものある事ことなし。

「最もう此處こゝまでです、誰方どなたもよくおいでなさいました。」と畫師ゑしが言いふ。

　其處そこに最一もうひとつ、美うつくしい扉とびらがあつた。

　徐大盡じよだいじん何なんとしたか、やあ、と云いふ間まに、扉とびらのなりに身みを躱かはして、畫師ゑしが、すつと我手わがてで開あけて、

「さあ、御覽ごらん。」

「待まて、」と、徐大盡じよだいじんが手てを開ひらいて留とめたも道理だうり、驚おどろいたも其その筈はずで、今いまの美うつくしい扉とびらの模樣もやうは、己おのが美妻びさいの閨ねやなのであつた。

　が、留とめても間まに合あはぬ。どや〳〵と込入こみいる見物けんぶつ。

　南無三寶なむさんぱう。

　時ときもあらうに、眞夏まなつの日盛ひざかり、黒髮くろかみかたしく雪ゆきの腕かひな、徐大盡じよだいじんが三度目さんどめの若わかき妻つま、絲いとをも懸かけず、晝寢ひるねをして居ゐた。（白絹帳中皓體畢呈はくけんちやうちうかうたいひつてい。）とある、これは、一息ひといきに棒讀ぼうよみの方はうに願ねがふ。

　事こと急きふにして掩避おほひさくるに不及およばず。諸客しよきやく之これを見みて、（無不掩口くちをおほはざるはなし。）唐からでは、こんな時とき（無不掩口くちをおほはざるはなし。）だと見みえる。我わが朝てうにては何どうするか、未考いまだかんがへずである。

　わつと云いつて、一同いちどう逆雪頽さかなだれに飛出とびだしたと思おもふと、元もとの大廣間おほひろまで、其その畫ゑ、儼然げんぜんとして壁かべに異彩いさいを放はなつ。

　徐大盡じよだいじん、赫かつと成なり、床とこの間まに、これも自慢じまんの、贋物にせものらしい白鞘しらさやを、うんと拔ぬいて、ふら〳〵と突懸つきかゝる、と、畫師ゑし又また身みを飜ひるがへして、畫ゑの中なかへ、ふいと入はひり、柳やなぎの下したの潛くゞり門もんから、男振をとこぶりの佳いい顏かほを出だして、莞爾につこりとして、

「然さやうなら。」

　妻つまの皓體かうたいが氣懸きがかりさに、大盡だいじんましぐらに奧おくの室まへ駈込かけこむと、漸やつと颯さつと赤あかく成なつて、扱帶しごきを捲まいて居ゐる處ところ。物狂ものくるはしく取とつて返かへせば、畫師ゑしも其その畫ゑも何處どこへやら。どぶろくも早はや傾かたむいて、殘のこるは芋莄ずゐきの酢和すあへなりけり。

明治四十三年十二月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※題名の下にあった年代の注を、最後に移しました。

※表題は底本では、「畫ゑの裡うち」とルビがついています。

入力：門田裕志

校正：川山隆

2011年8月15日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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